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						トップ > 藤本史料ピックアップ > 明治7・8年蚕種焼却(横浜）の写真 (1874)から
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						横浜に出荷された大量の蚕種（蚕卵紙）が焼却されるという衝撃的な出来事を写した写真に着目し、その背景を調査しました。

1860年代、ヨーロッパでは、蚕の伝染病「微粒子病」が蔓延しました。この代替品として、健全な蚕種を日本に買い求めたため、蚕種の輸出は増加し、高値で取引されました。ところが、ヨーロッパ各国が蚕病を克服すると需要は減退し、生産過剰となっため、政府は、輸出予定だった蚕種（蚕卵紙）を買収し、一部の優良紙を残して、他はすべて焼却処分したそうです。



【出典】藤本蚕業アーカイブ　https://d-commons.net/fujimoto-arch/（2023/1/10）

　史料ID[tf002] 明治7・8年横浜で蚕種焼却の写真 (1874)
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